













































































ations of the Secular ）
からはじめられることがもっとも妥当だろう︒







の人類学﹂である︒それはどのような学問な か︒彼 いう︒ ﹁ ﹁宗教﹂を理解しようとする学問 ︑その対となるも の理解にも努めなければならないはずであ ﹂
（二八頁）
︒つまり︑これまで多くの










































































































































かわる職業に携わる人びとも含まれてい ︒中世 近世へと時代を下るにつれ︑社会的周縁の立場におかれた彼らへの差別意識は︑史料のな の記述や制度として次第に具体的なか ちをとってあらわれだす︒ ﹁無縁﹂の人びとは︑ ﹁有縁﹂ ﹁有主﹂として ﹁世俗﹂権力によって一方では取り込まれ︑他方で排除されて くこととなるのだ︒　﹁原無縁﹂
︱︱
網野は︑ ﹁有縁﹂と﹁無縁﹂が未分化な原始共同体




のずとそれは︑ ﹁無縁﹂の対立物︑ ﹁有縁﹂ ﹁有主﹂を一方の極にもって登場する﹂
（二四三頁）
のだと論じていく︒
　﹁無縁﹂の原理はまず︑呪術性を強くまとった﹁聖なるもの﹂としてそのすがたをあらわす︒やがて一方の﹁有﹂は﹁国家﹂を形成し︑他方の﹁無﹂は﹁宗教﹂のかたちをとる︒天皇は︑ ﹁ ﹁有主﹂の世界から︑ ﹁原無縁﹂を最初に組織 ︑その後も﹁無縁 の世界の期待を体現しつづけてきた王権﹂
（二四七頁）
と位置づけられる︒
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なるもの﹂としての権威が中世 とおして失墜していったとする網野の認識を批判的に検討 ︑それが︑文永・弘安の役を境にむしろ肥大し︑その後 日本列島の社会における﹁穢
けがれ
﹂観念を形成して










そのことを重々承知の え ︑あえ 世俗化﹂論を論じている︒この歴史学者が同書の先に見とおして たのは︑ ﹁無縁﹂の原理を





































もしひとが︿理性﹀と︿宗教﹀とを︑ ︿批判あるいは学問＝科学﹀と︿宗教﹀ を︑そして︿技術的科学による近・現代性﹀とを︑これほど単純素朴に対立させ続けるとすれば︑その限りにおいて︑ひとは今日︑ ﹁宗教の﹂と呼ばれ 現象︑もしくは﹁宗教的なものの回帰﹂と言われている現象に盲目になって まうだろう︒
（六九︱七〇頁）





















































































































































てくる︒同書が描き出すのは︑ ﹁メシア的なも ﹂や﹁コーラ﹂の概念とは対照的な︑ ﹁聖なるもの﹂の実体化
000
の歴史だ︒ただし︑そ
の過程や背景をやはり丹念に︑実証的にみていくことによって︑そこには思いのほか複雑な﹁線引 ﹂がなされていることが浮かびあがってくる︒たとえば朝鮮神宮の鎮座をめぐって起こった祭 論争では︑朝鮮総督府は神社非宗教論に とづいて宗教性を打ち出すことに反対したが︑民間の 道家たち 逆に宗教色を打ち出した教を主張していた︒　
そしてそれら線引きのひとつひとつには︑包摂と排除の暴力がと





義の﹁公共空間﹂ おいても︑統治国と被統治国の び が平等に処遇されるわけではない だ︒同書はそれを︑単一民族主義的ナショナリズムと多民族帝国主義的ナショナリズムとの﹁共犯関係﹂
46























































ちろん︑それを担うのは彼ら宗教者ばかりではな ︒欠かせないのは信者たちの存在であ なぜなら︑ ﹁信者がいて︑その依頼に応えようとすることによって︑オダイは神降ろしや巫術を修得し︑受け身的に﹁取り憑かれた﹂時期を脱す ことができる﹂からである︒そして︑ ﹁信者はまた︑オダイの暮らしを支える収入源をもたらす﹂（一〇〇頁）
存在としてもあるのだ︒
　
六
　
 佐藤弘夫﹃死者の花嫁
︱︱
葬送と追憶の列島史﹄
 
（幻戯書房︑二〇一五）
　
最後に︑ごく簡単な紹介にとどめ︑内容の詳細に立ち入ってガイ
ドすることは割愛するが︑佐藤弘夫の﹃死者の花嫁﹄を挙げて本稿の筆を擱
お
きたい︒若くして他界した息子のために婚礼の風景を描い
た絵馬や花嫁人形を奉納する東北の風習の紹介から書き出される同書は︑死者との交流によって生き 人びとのすがたを︑葬送儀礼と墓制の変化を追うことで描きなおそうとする︒　
宮城県に生まれ育った著者は︑震災後の夏の日︑ふと車を停めた
陸前高田の路傍で﹁私は生きているのではなく︑生かされている﹂（一七九頁）
という思いがふと頭をよぎったのだという︒ ﹁宗教と公
共性﹂ ︑そして﹁宗教﹂と主体化について考えるにあたって やはり必読の書である︒
